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「新しい生活様式」を踏まえた 

音楽室の環境と児童への指導等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい生活様式」を踏まえた音楽科の学習指導について（小学校）より参照 

（令和２年６月１日） 

 

 

□音楽室の窓やドアを常時開けていますか 
 

□児童の間隔を最低１ｍは取っていますか 
 

□多人数の場合は、広い場所で行っていますか 
 

□授業の前後の手洗いを徹底していますか？ 
 

□児童、指導者はマスクを着用していますか 
 

□大きな声、音量を求めていませんか 
 

□演奏中、児童は同じ方向を向いていますか 
 

 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例 教科書 72 ページ～73 ページ 

１年生 みんなで あわせて たのしもう 

  教材曲：『 ラデツキー行進曲 』         

 
 
 
 
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想やその変化と強弱や反復との関わりに気付く。         【知識】 

・強弱の変化や旋律の反復と曲想との関わりについて気付いたことを生かし、曲や

演奏のよさや面白さを見いだし、曲全体を味わって聴く。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・旋律や強弱の違いに興味をもち、曲に合わせて体を動かしながら主体的・協働的

に鑑賞の学習に取り組む。          【学びに向かう力、人間性等】 

 強弱 反復 

ヨハン・シュトラウス(父)の作品。曲は主部（初め）―トリオ（中）ー主部（終わ

り）の 3 部形式になっていて、それぞれの部分が強弱によって A-B-A の形に分けら

れる。 

強弱の変化がはっきりしていることから、曲想（曲の感じ方）の変化と強弱の変化

との関係を結びつけやすい。「音の強弱が変化すると、曲の感じも変わるんだね。」と

子どもが気付けるように指導する。また、トリオ（中）の部分が終わり再び主部が反

復されることもこの曲の特徴である。体を動かしたり、曲の感じの違いを発言させた

りして、音楽の構成にも気付けるよう指導する。 

 
         

 
 
 

『ラデツキーこうしんきょく』 
ヨハン シュトラウス さっきょく ラデツキーこうしんきょくのつづきは、どんな音がくになるのかな 

とちゅうでやさしい感じになって、またにぎやかな音楽にもどったね 

タタタン タタタン～♪ 
・にぎやかでたのしそう 
・はずんでいるかんじがする 

はじめ おわり 中 

タララン～♪とはちがう音がく 
・とおくでこうしんしているか 

んじ 
・かわいくおどっているかんじ 

また はじめの音がく 
タタタン タタタン～♪ 

がでてきたよ 

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 



指導展開例（２時間扱い） 

 

 

○『ラデツキー行進曲』の前半を聴く（トラック２９） 
 
 
 
◯前半を音楽に合わせて行進しながら聴き、曲の感じの変化を捉える。 

※音楽の強弱に合わせて、行進の仕方を工夫している子を取り上げ、曲の感じが変化したことを全体に広げる。 
 
 
 
 
 

◯音楽を聴きながら手拍子や行進をして、曲の感じが変わった部分と強弱の関係に気 

付く。 

 

 

 

 

 

○中間部（トラック３０）を行進しながら聴き、曲想の変化を捉える。 

 

 

 

○中間部の旋律の変化と曲想の変化との関わりに着目して聴く。 

 ※1 時間目の前半部分の時と同じように、体の動きの理由を問い、聴き取ったことと感じ取ったことをつなぐ。 

○全曲（トラック３２）を通して聴き、前半部分が反復していることに気付き、楽曲

の構成を捉える。 

 

 

 

 

○全曲を通して聴き、楽曲全体を味わう。※行進等はせず、「じっと耳をすませて聴こう。」と声を掛ける。 

 

 

◯この曲の一番好きなところとその理由を書いて、発表し合う。 

 

 

 

 

曲の感じが変わって聞こえるのは、どうしてだろう？ 

  音の強さが変わっているから、感じ方が変わって聞こえたんだね。 

ラデツキー行進曲の続きは、どんな音楽になるのかな？ 

とちゅうでやさしい感じになって、またにぎやかな音楽にもどったね。 

体を動かしたくなってくる。 

 前とは違う音楽になったよ。 タタタン～♪が聞こえないよ。 

ラデツキー行進曲ってどんな曲かな？行進しながら聴いてみよう！ 

元気な曲だな。 

・賑やか 楽しそう 

・弾んでいる感じ 

だって、強い音でタタタン

～♪の音楽が聞こえるよ。 

・遠くで行進してるみたい 
・踊ってるような感じ 
だって、タララン～♪とは
違う音楽が優しく聞こえる
ようになったよ。 
 

また元気のいいタタタン
～♪の音楽が聞こえてき
たよ。 

楽しい曲だな。 
 

音の強さが強いと・・・ 
 

元気よく歩く感じ 
 近くで動物が歩いている感じ 
 賑やかな感じ 

音の強さが弱いと・・・ 
 

元気がなくなる感じ 
 遠くで動物が歩いている感じ 

可愛く踊っている感じ 
  

タタタン～♪の音楽のとこ

ろが好きです。音が大きく

なったり小さくなったりし

ているからです。 

音楽が大きくなったり小さ

くなったりするのが好きで

す。音楽の雰囲気が変わる

のが面白いからです。 

曲の真ん中の静かなところ

が好きです。かわいい動物

が踊っているような感じが

するからです。 

最初は元気な感じだったけど、途中
から元気がない感じに聴こえたよ。 

最初は、遠くで、次に近くで動物が歩
いている感じに聴こえたよ。 

ラデツキー行進曲の続きも体を動かしながら聴いてみよう（トラック３２） 
 



音楽カード 
 

１ねん  くみ なまえ             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ラデツキーこうしんきょく』を こうしんしながら きいてみよう 

「ラデツキーこうしんきょく」の すきなところ と そのりゆう をかこう 

※わたしは、◯◯のところがすきです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔ なかんじにきこえて、たのしいきぶんになるからです。 

 

おんがくが つよいとき             おんがくが よわいとき 

どんなかんじにきこえた？                          どんなかんじにきこえた？ 

 

 

 

どんなふうに こうしん したのかな？         どんなふうに こうしん したのかな？ 

※りゆうも かいてね                       ※りゆうも かいてね 

「ラデツキーこうしんきょく」のつづきは、どんなおんがくになるのかな？ 

きこえたおんがくのこと や おんがくのかんじ についてかこう 



音楽カード 
 

 １ねん  くみ なまえ   記入例      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ラデツキーこうしんきょく』を こうしんしながら きいてみよう 

このおんがくの すきなところ と そのりゆう をかこう 

※わたしは、◯◯のところがすきです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔ なかんじにきこえて、たのしいきぶんになるからです。 

 

おんがくが つよいとき             おんがくが よわいとき 

どんなかんじにきこえた？                          どんなかんじにきこえた？ 

 

 

 

どんなふうに こうしん したのかな？         どんなふうに こうしん したのかな？ 

 

「ラデツキーこうしんきょく」のつづきは、どんなおんがくになるのかな？ 

きこえたおんがくのこと や おんがくのかんじ についてかこう 

・げんきなかんじ 

・ちかくでどうぶつがあるいているかんじ 

 

など、強い音の音楽から感じ取ったことが書かれている 

・げんきがなくなるかんじ 

・とおくでどうぶつがあるいているかんじ 

 

など、弱い音の音楽から感じ取ったことが書かれている 

てとあしをおおきくうごかして、こうしんしました。なぜ

なら、おんがくがおおきいおとだったからです 

 

など、音楽を根拠に行進の動きについて書かれている。 

からだをちいさくして、こうしんしました。なぜなら、お

んがくがちいさいおとだったからです。 

 

など、音楽を根拠に行進の動きについて書かれている。 

とちゅうで、おんがくのめろでぃがかわって、おどっているようなかんじになった。 

でも、またさいしょのめろでぃになって、げんきなかんじのおんがくにもどった。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲の構成（反復）についても書かれている。 

わたしは、とちゅうのタララ～ンのところがすきです。なぜなら、めろでぃがかわって、おどっているみたいなかんじにき

こえて、たのしいきぶんになるからです。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さについて自分なりに考えと根拠について書

かれている。 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例  

２年生 みんなで あわせて 楽しもう 

  教材曲：『エンターテイナー』教科書６６ページ～６７ページ       

 
 
 
 
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

＿ 

 
         

 
 
 

・曲想と楽器の音色や呼びかけとこたえとの関わりに気付く。     【知識】 

・音色の特徴や楽曲の構造と曲想との関わりについて気付いたことを生かし、曲や

演奏の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴く。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・エンターテイナーの音楽的な特徴に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体

的・協働的に鑑賞の学習に取り組む。     【学びに向かう力、人間性等】 

 １９０２年にスコット・ジョプリンによって作曲された、ジャズをルーツにもつピ

アノ曲である。 

楽曲の前半（〜０：５９）はクラリネットとフルートなどの木管楽器が呼びかけ合

うように演奏し、後半になると、トランペットやトロンボーンなどの金管楽器やシン

バルや小太鼓などの打楽器が加わって楽曲を盛り上げている。 

教科書に青と赤で示されている「主な旋律」を聴き取ることを中心として様々な音

色の楽器が「分かれて演奏」したり、「一緒に演奏」したりする音楽の面白さを体感的

に味わって聴くことを大切にしたい。 

楽しくて明るい感じ！ 

音色 呼びかけとこたえ 

『エンターテイナー』 つづきは、どんな音楽になっていくのかな？ 

後半 前半 

トランペットやシンバルが大かつやくしてみんなでもり上がっていくけど、さいごは楽器がへって、おちつく感じの音楽だったよ。 

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 

挿絵 
教科書 P66,67 

挿絵 
教科書 P66,67 



指導展開例（２時間扱い） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
○挿絵をみて、エンターテイナーの 

前半部分（０：５９）までを聴いて、曲の雰囲気を感じ取る。 
※聴いているときに自然と体を動かしている子がいたら積極的に取り上げて、その理由を聞きましょ

う。「楽しいから」「わくわくしたから」などの理由から学習課題につながります。 

 

 

○2 つの「主な旋律」を演奏しているクラリネットとフルートの音色を捉え、聴き取ったこと

と感じ取ったことの関わりについて考える。 

・２つの「主な旋律」の図形譜を提示し、音楽を視覚的にも捉えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 
※いきなり２つの旋律を同時に捉えるのは難しいので、例えば青い旋律が聴こえたら手を上げたり、立ったりする活動を十分にす

ると「さっきと違う音になった。」ということを子どもが聴き取り、呼びかけとこたえの構造に気付きやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

○後半に入る少し前（０：４０）から最後まで聴き、曲の後半の雰囲気を感じ取る。 

 

○旋律や管楽器・打楽器の音色から楽曲の後半の様子について考える。 

・０：５９から始まる旋律を小さな声で歌ったり、打楽器の音に合わせて手をたたい

たりしながら、聴き取ったことと感じ取ったことを交流する。 

 

 

○はじめから終わりまで何度も聴き、楽曲の全体構成を捉える。 

 

 

 

・ワークシートにエンターテイナーのおすすめポイントとその理由（聴き取ったこと

と感じ取ったことが表れるように）を書いて、発表し合う。 

 

 

「エンターテイナー」はどんな音楽なのかな？ 

クラリネットやフルートの音が順番に出てきて、楽しくて明るい感じの音楽だったよ。 

つづきは、どんな音楽になっていくのかな？ 

聴いてると体が動いてきたよ。 

色んな楽器を使ってそう。 

 

エンターテイナーの続きを聴こう！ 

すごく変わった！ 

『エンターテイナー』を聴こう！ 

高い音だから手を高くあげて
みたよ。 

あれ？音が変わったよ。 
あれ？また、同じ音だ。 

呼びかけとこたえ 

楽しい感じがするよ。 

続きはどんな
感じかな？ 

前は、クラリネットとフルー
トの猫が大活躍だったね。 
 

次は違う猫が活躍
するかも。 
 

どんどん色んな猫が出てきた！ 

たくさんの音が聴こえて
すごくにぎやかだよ。 

打楽器が鳴ると一気に盛
り上がるね。 

最後は音が少なくなって
静かに終わるね。 

笛の音に合わせて、タターンっ
て体を動かしてみたよ。 

トランペットや打楽器が大活躍してみんなで盛り上がっていくけど、最後は楽器が

へって、落ち着く感じの音楽だったよ。 

順番に繰り返して面白い！ 明るい感じがするよ。 

他の楽器もきっ
と出てくるよ。 
 



音楽カード 
 

２ねん  くみ なまえ             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『エンターテイナー』は、どんな音がくかな？きいてみよう！ 

「エンターテイナー」の おすすめポイント と そのりゆう をかこう 

※わたしは、おすすめは、◯◯のところです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

おもな せんりつ①            おもな せんりつ② 

どんなふうに体をうごかしたの？                 どんなふうに体をうごかしたの？ 

 

 

 

そのりゆうをかいてね。                そのりゆうをかいてね。 

 

「エンターテイナー」のつづきは、どんな音がくになっていくのかな？ 

きこえたおんがくのこと や おんがくのかんじ についてかこう 



音楽カード 
 

２ねん  くみ なまえ             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

など、上記の体の動きの根拠を音楽（旋律や音色）と結び付けて書かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『エンターテイナー』は、どんな音がくかな？きいてみよう！ 

「エンターテイナー」の おすすめポイント と そのりゆう をかこう 

※わたしは、おすすめは、◯◯のところです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

おもな せんりつ①            おもな せんりつ② 

どんなふうに体をうごかしたの？                 どんなふうに体をうごかしたの？ 

 

 

 

そのりゆうをかいてね。                そのりゆうをかいてね。 

 

「エンターテイナー」のつづきは、どんな音がくになっていくのかな？ 

きこえたおんがくのこと や おんがくのかんじ についてかこう 

・リズムに合わせて、頭をよこにうごかした。 

・足を右や左にけりながら、歩いた。 

 

など、自分の動きについて書かれている。 

記入例 

・①よりも元気な感じのメロディだから。 

・明るい音の楽器だから。 

など、上記の体の動きの根拠を音楽（旋律や音色）と結び

付けて書かれている。 

 

・ジャンプした。 

・少し速く走ってみた。 

 

など、自分の動きについて書かれている。 

・タタッタタッタターのメロディで楽しい感じだから。 

・面白い感じの楽器の音だから。 

など、上記の体の動きの根拠を音楽（旋律や音色）と結び

付けて書かれている。 

・途中でメロディが変わって、もっと楽しい感じになった。 

・いろんな楽器の音が合わさって、にぎやかな感じになった。 

・最後は、楽器がへって、静かな感じで終わっている。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲の構成について書かれている。 

 

わたしは、おすすめは、最後のところです。なぜなら、いろんな楽器が登場して、一気に盛り上がる感じになって、とて

も楽しい気分になるからです。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さに部分について、自分なりに考えと根拠に

ついて書かれている。 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例 教科書６６ページ～６９ページ 

３年生 音の重なりをかんじて合わせよう 

  教材曲： 「アルルの女」第 1 組曲から 『 かね 』        

 
 
 
 
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想と旋律の重なりや反復、強弱などとの関わりに気付く。     【知識】 

・旋律の重なりや反復、強弱を聴き取り、それらが生み出すよさなどを感じ取りな

がら、その聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりから曲のよさなどを見い

だし、曲全体を味わって聴く。        【思考力、判断力、表現力等】 

・旋律が重なり合う音楽に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に

鑑賞の学習活動に取り組む。         【学びに向かう力、人間性等】 

反復（旋律） 音の重なり 

 「アルルの女」は、フランスの作曲家ジョルジュ・ビゼーが作曲した。第１組曲は

全４曲からなり、『かね』はその第４曲目である。 

3 年生がこれまでに学習してきた鑑賞教材には『メヌエット』『トランペットふきの

休日/アレグロ』がある。いずれも、その音色や旋律の特徴を聴き取り、曲想と関連付

ける学習が中心であった。今回の『かね』は、これまでの鑑賞曲との違い、異なる 2

つの旋律の重なりを聴き取り、「2 つの旋律が重なること」のよさや面白さを感じ取る

教材である。子どもたちが今後の学習で、旋律を重ね合わせるよさを味わいながら楽

しく演奏したり歌ったりできる素地を養う意味でも、大切に扱いたい教材である。 

 
   

 
 
 

○「アルルの女」第 1組曲から『かね』 
  ビゼー 作曲 ２つのせんりつの重なりはどうなっていくのかな？ 

とちゅうでかねのせんりつが消えて、さびしい感じになった。 

その後、またかねのせんりつが重なって、にぎやかな感じにもどった。 

始め 終わり

かねの音 
2 つのせんりつ 
 

はなやか にぎやか 

かねの音 ない 
アとちがうせんりつ 
 

また かねの音 
2 つのせんりつ 
 

また はなやか にぎやか 

ア イ ア

しずか さびしい  

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 



指導展開例（２時間扱い） 

 

 

『かね』の続きを聴いてみよう。 

 
 
 
○『歌おう 声高く』を聴き、気付いたことや素敵だと思ったことを話し合う。 
 
 
○『かね』のアの部分を聴き、気付いたことや素敵だと思ったことを話し合う。 
※『かね』のアの部分は、鑑賞用 CD の track２３を使用する。 
 
 
 
 
 
○『歌おう 声高く』と、『かね』の冒頭部分を聴き比べ、似ているところに気付く。 
 
 
 
○２つの旋律が重なっていることでどんな感じがするのかを話し合う。 
                     ※オルガンなどで１つの旋律だけ演奏したり、

２つの旋律を同時に演奏したりして聴き比べる
活動を取り入れるとよい。 

 
 
 
○『かね』の始めの部分は２つの旋律が重なっていることを想起し、続きを想像して

話し合う。 
 
 
 
 
 
○アの部分とイの部分を比べて聴き、聴き取ったことや感じ取ったことを話し合う。 
※イの部分は、鑑賞用 CD の track２４を使用する。 
※２つの旋律の重なりを聴き取る際には、「かねの旋律が鳴っている間はその場で足踏み、消えたら止

まる。」など、体を動かす活動を取り入れるとよい。 
○イの続きを聴いて聴き取ったことと感じ取ったことを話し合い、ア―イ―アの構成

と、音が重なることのよさに気付く。※イの続きは、鑑賞用 CD の track２５を使用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○曲の構成や旋律の重なるよさを味わいながら『かね』を通して聴く。 
※全曲通しは、鑑賞用 CD の track２６を使用する。 
 
 
 
 
○『かね』の気に入った部分とその理由について書いて、発表し合う。 

2 つの曲のどんなところが似ているのかな。 

同じ旋律が繰り返されたり、旋律が重なっていたりするところが似ている。 
２つの旋律が重なると、にぎやかな感じに聴こえるね。 

２つの旋律の重なりはどうなっていくのかな？ 

とちゅうでかねのせんりつが消えて、おだやかな感じになった。 

その後、またかねのせんりつが重なって、にぎやかな感じにもどった。 

楽しい気分になる曲だよ 

どちらも『♪ランランラン』という
旋律が何回も出てくるよ 

『♪ランランラン』のかねの音
はずっと続くのかな 

『歌おう 声高く』と『かね』を比べて聴こう。 

何回も同じ旋律が繰り返されているよ 

明るい気持ちになる歌だね 

新しい旋律が出てくるんじゃな
いかな 

はなやかでにぎやかな
感じにもどった 

最後はまたかねの音が出てきて、
2 つの旋律が重なっているね。 

とちゅうから２つのパートに分かれていたよ 

どちらも２つの旋律が重なって
いるね 

旋律が１つよりも２つ重なるとにぎやかな感じ 

アーイーアの順番で出
てくるんだね。 

始め 終わり

ア イ ア２つの旋律がある 
かねの音がずっとある 

はなやかな感じ 
にぎやかな感じ 

アと違う旋律が出た 
かねの音がない 

しずかな感じ 
おだやかな感じ 

２つの旋律がある 
また、かねの音 

また、はなやかな感じ 
また、にぎやかな感じ 



音楽カード 
 

３年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『歌おう 声高く』と『かね』のどんなところが にているかな？ 

「かね」の 気に入ったところ と そのりゆう をかこう 

※わたしは、◯◯が気に入りました。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

２つの曲をくらべて、にているところを書こう。 

２つのせんりつの重なりは、どうなっていくのかな？ 

２つのせんりつについて 

 

 

 
 

 

 

 

 

音楽の感じについて 

 

『かね』の曲について、わかったことを書こう。 

始め                                       終わり 



音楽カード 
 

３年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『歌おう 声高く』と『かね』のどんなところが にているかな？ 

「かね」の 気に入ったところ と そのりゆう をかこう 

※わたしは、◯◯が気に入りました。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

２つの曲をくらべて、にているところを書こう。 

２つのせんりつの重なりは、どうなっていくのかな？ 

２つのせんりつについて 

 

 

 
 

 

 

 

 

音楽の感じについて 

 

『かね』の曲について、わかったことを書こう。 

始め                                       終わり 

・どちらも明るい感じの曲だ。 ・同じメロディが繰り返し出てくる。 ・メロディが重なっている。 

 

など、旋律の反復や音の重なりについて書かれている。 

記入例 

・楽しい感じの曲だった。 ・かねの音を表す旋律があって、ずっとなっていて面白い曲だった。  

・２つの旋律が重なった方がにぎやかな感じに聞こえた。 

など、『かね』の特徴や曲想について、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせて書かれている。 

・２つの旋律が重なっている。 

・かねの旋律がずっとなっている。 

・ちがう旋律が出てきた。 

・かねの旋律が聞こえなくなった。 
・また、２つの旋律が重なってい

る。 

・また、かねの旋律が出てきた。 

・はなやかな感じ。 

・にぎやかな感じ。 

・楽しい感じ。 

・静かな感じ。 

・おだやかな感じ。 

・また、はなやかな感じに戻った。 

・また、楽しい感じに戻った。 

わたしは、かねの旋律がすっとなっているのが気に入りました。なぜなら、２つの旋律が重なって、楽しい感じに聞こえ

て、聞いていると踊りたくなる気分になるからです。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さに部分について、自分なりに考えと根拠に

ついて書かれている。 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例 教科書６６ページ～６７ページ 

４年生 題材名 曲の気分を感じ取ろう 

  教材曲：『 山の魔王の宮殿にて 』         

 
 
 
  
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想やその変化と，速度や音色による音楽の構造との関わりに気付く。【知識】 

・速度や音色などを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りな

がら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲や演奏のよ

さなどを見いだし，曲全体を味わって聴く。  【思考力、判断力、表現力等】 

・曲想やその変化と、音楽の構造との関わりに興味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に鑑賞の学習に進んで取り組む。【学びに向かう力、人間性等】 

変化（速度 音色） 

ノルウェーの作曲家エドヴァルト・グリーグによって、戯曲「ペールギュント」の

付属音楽として作曲された作品である。「山の魔王の宮殿にて」は、主人公ペールが宮

殿でトロルに遭遇する場面で演奏される音楽で、一方、「朝の気分」は，主人公ペール

がモロッコで朝を迎える場面の音楽であり、対照的な曲想である。 

「山の魔王の宮殿にて」では、低音の弦楽器で演奏される冒頭の主な旋律が、何度

も繰り返されながら様々な楽器に移り、徐々に速度が速くなり、楽器が増えて音の響

きも厚みを増していく。この学習では、速度・音色に着目し、劇のあらすじと結び付

けて情景を想像しながら曲想の変化を感じ取り、曲全体を味わって聴かせたい。 

 
         

 
 
 

『山の魔王の宮殿にて』 

 グリーグ作曲 

戯曲「ペール ギュント」 

             
              
 

はじめの旋律は、どう変わっていくのかな？ 

はじめの旋律が、だんだん速くなったり、音色が増えたりすることで、

何かに追われている感じの曲になっているね。 

終わり   中 始め  
速度   おそい        だんだん速く         とても速い

音色 弦楽器の音色      音色が変わる        たくさんの音色 

恐ろしさが 

増してくる！ 

主な せんりつ

 

図形楽譜 

暗くて、不気味な 

感じのせんりつ 

 

追いかけられる 

感じ！ 

すごく焦っている

様子 

だんだん緊張感

が強くなる。 

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 



指導展開例（２時間扱い） 

 

め 始め  

○「朝の気分」の冒頭部分を聴き、聴き取ったことや感じ取ったことを交流する。 

※曲名や曲の解説はせず、友達が聴き取ったことや感じ取ったことを確認しながら聴く。 

 
 

○作曲者名（グリーグ）や戯曲「ペール ギュント」のあらすじなどの解説をする。 

※解説はできるだけ簡単にし、鑑賞時間を確保する。教科書 P66 や、指導書 P146「指導資料」を参照。 

 

 

 

○楽曲の冒頭部分（トラック 32 ～1:08）を聴き、雰囲気が違うことを感じ取る。 
 

 
○はじめの旋律を確認し、再度、冒頭部分（トラック３２  0:00～1:08）を聴く。 

※図形楽譜を指でなぞったり、はじめの旋律を歌ったり等で旋律を共通認識する。 
 

○２曲を比較しながら聴き、聴き取ったことや感じ取ったことを交流する。 

 

○「山の魔王の宮殿にて」の冒頭部分（0:00～1:08）を聴き、前時を想起する。 

 

 
○楽曲全体を聴き、速度や音色の変化を聴き取る。 

※拍に合わせて膝打ちをしながら、打つ速さの変化を実感させることで、楽曲の速度の変化と結び付け

ていく。（強弱の変化に気付いている場合も、価値づけていく。） 

※楽曲の始めと終わりを比較し、楽器が増え、音色が重なっていることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○「山の魔王の宮殿にて」のおすすめポイントとその理由を書いて、発表し合う。 

※楽曲から聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、自分のおすすめポイントを書けるよう

に声掛けをする。 

 

低くて弱い音だし、だんだん

速くなっているから、こわい人

に追いかけられている感じ 

どんどん楽器が

増えて、もっと激し

くなっていった。 

同じ旋律だけど、速くなったり、音

色が増えたりするから、恐ろしさがマ

ックスに！ついに捕まった感じ。 

はじめの旋律は、どう変わっていくのかな？ 

おそい だんだん速く とても速い 

弦楽器の音色 音色が変わる たくさんの音色 

 中 終わり  

音色

始め  

速度

 はじめの旋律が、だんだん速くなったり、音色が増えたりすることで、 

何かに追われている感じの曲になっているね。 

暗くて、怖い感じ。 何かが近寄ってくる感じ。 「朝の気分」とは違う雰囲気だ。 

「山の魔王の宮殿にて」はどんな感じの曲かな？ 

明るくて、光がさしている感じ。 さわやかな朝。 

「朝の気分」はさわやかな感じの曲、「山の魔王の宮殿にて」は 

不気味な感じの曲だね。 

豪華で、優雅な感じがする。 



音楽カード 
 

４年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『山の魔王
ま お う

の宮 殿
きゅうでん

にて』は、どんな感じの曲かな？ 

「山の魔王の宮殿にて」の おすすめポイントとその理由を書こう 

※わたしは、◯◯の部分がおすすめです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

『朝の気分』を比べてみよう。※「朝の気分」は◯◯な感じだけど、「山の魔王の宮殿にて」は◯◯な感じの音楽だった。 

はじめのせんりつは、どう変わっていくのかな？ 

主なせんりつについて 

 

 

 
 

 

 

 

 

音楽の感じについて 

 

どうして、そんな感じに聞こえたのかな？※聞こえてきた音楽を理由に考えよう。 

始め                    中                  終わり 



音楽カード 
 

４年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『山の魔王
ま お う

の宮 殿
きゅうでん

にて』は、どんな感じの曲かな？ 

「山の魔王の宮殿にて」の おすすめポイントとその理由を書こう 

※わたしは、◯◯の部分がおすすめです。なぜなら、おんがくが◯◯でΔΔなかんじにきこえて、きいていると、◯◯なきぶんになるからです。 

 

『朝の気分』を比べてみよう。※「朝の気分」は◯◯な感じだけど、「山の魔王の宮殿にて」は◯◯な感じの音楽だった。 

はじめのせんりつは、どう変わっていくのかな？ 

はじめのせんりつについて 

 

 

 
 

 

 

 

 

音楽の感じについて 

 

どうして、そんな感じに聞こえたのかな？※聞こえてきた音楽を理由に考えよう。 

始め                    中                  終わり 

記入例 

わたしは、おすすめは、最初のところです。なぜなら、低い音の楽器でゆっくり演奏して、不気味な感じになって、これ

から何かこわいことが起こりそうな気分になるからです。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さに部分について、自分なりに考えと根拠に

ついて書かれている。 

「朝の気分」は、さわやかな感じの音楽だけど、「山の魔王の宮殿にて」は、暗くて怖い感じの音楽だった。 

 

など、２つの曲を対比しながら、それぞれの曲想について書かれている。 

・こわい感じの旋律だから。  ・低い音の楽器で演奏しているから。 

 

など、旋律の流れや低音楽器の音色を根拠にして書かれている。 

・低い音の楽器で演奏している。 

・速度が遅い。 

・暗い感じ。 

・不気味な感じ。 

・楽器の音が高い音に変わった。 

・少し速度が速くなった。 

・不気味な感じ。 

・よりこわい感じ 

・いろんな楽器の音が重なった。 

・速度が速くなった。 

・はげしい感じ。 

・何かに追われている感じ。 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例 教科書 61 ページ～62 ページ 

５年生 題材名 思いを表現に生かそう 

  教材曲：『 威風堂々 第 1 番 』         

 
 
 
 
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想やその変化と速度、音の重なりとの関わりに気付く。     【知識】 

・曲想と速度、音の重なりなどを聴き取り、それらが生み出すよさや面白さを見

いだし、楽曲全体を味わって聴く。     【思考力、判断力、表現力等】 

・曲想やその変化と速度、音の重なりとの関わりについて考えながら聴く活動に

興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り

組む。                  【学びに向かう力、人間性等】 

 変化（速度 音の重なり） 

イギリスの作曲家エドワード エルガーによる、全５曲からなる行進曲の中の１曲。

「激しく動く部分（ア）」と、「ゆったりとした動きの部分（イ）」という、対照的な２

つの部分が曲の中で交互に現れ、曲の構想を捉えやすい。中でも、イの部分は１回目

と２回目で曲想が異なる。１回目は、ゆったりと穏やかな曲想で始まり、だんだん楽

器が増えていき豪華な感じに変化していく。一方、2 回目は初めからたくさんの楽器

を重ねて演奏しており、フィナーレに向かう盛り上げを感じる曲想になっている。こ

の２つを聴き比べることで、「同じ旋律なのにどうして２回目の方が盛り上がって聴こ

えるのだろう。」という問いを生み、曲の盛り上がりと音の重なりとの関わりが生み出

すよさや面白さを味わって聴く姿を目指したい。 

 
         

 
 
 

『威風堂々 第１番』 
 

エルガー作曲 
2 回目のイの部分が盛り上がってきこえるのは、どうしてだろう？ 

落ち着いた感じ 
少しずつ盛り上がる感じ 

 

   最初から盛り上がっている 

終わりに向かっている感じ 

 

１回目 ２回目 

音の重なりが 

ちがう！ 

おだやか 速さがゆったり 

２回目は盛り上

がっていたよ。 

旋律が同じなの

に感じが違う！ 

最初から 弦楽器・管楽器・打楽器 すべて 
弦楽器  ＋管楽器    ＋打楽器 

楽器がだんだん増える 

同じ旋律でも、楽器の重ね方を変えると、曲の感じが変化するからだね。 

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 



指導展開例（２時間扱い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『威風堂々 第１番』の曲全体を DVD で観る。（DVD チャプター39） 

 

 

 

 

 

○１回目のイ（0２：08～）と２回目のイ（0５：24～）を見比べて、違いを交流する。 

        ※だんだん増える楽器の音色や名称は、DVD を観せながら指導する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇『威風堂々 第１番』の自分のお気に入りのポイントを書いて、発表し合う。 

 

 

 
○『威風堂々 第１番』の１回目のイを聴く。（DVD チャプター39 02：08～） 
 
 
〇作曲者や曲の解説（名前、出身地等）をして、最初から１回目のイまでを聴く。 

 

 

 

○『威風堂々 第１番』のアとイの１回目の部分までを聴き、違いを交流する。 

（DVD チャプター39 ～04：08） 

・「ひざを静かに叩く」や「指揮の真似」など、体の動きから速さや曲想の違いを実感できるようにする。 

曲の感じが、どんなふうに変わっていくのかな。 

初めは激しい感じで、その後ゆったりした感じに変わっていく曲だね。 

２回目のイの部分が盛り上がって聴こえるのは、どうしてだろう？ 

２回目のイの部分では、最初からたくさんの楽器の音を重ねているから 
１回目より盛り上がって聴こえるんだね。 

知っている曲だ。 

またアやイが出てきた。 イの部分の曲の感じが違ったよ。 

『威風堂々 第１番』を聴いて、 

お気に入りのポイントを見付けよう。 

テレビで聴いたことがあるよ。 

・激しくて力強い感じがする。 
・速い。 ア 

・ゆったりとして優雅な感じ。 
・ゆっくり。 イ 

『威風堂々 第１番』の続きを聴こう。 

１
回
目 

最後がすごく盛り上がっていた。 

違う曲みたいだったよ。 途中で曲の感じが変わったよ。 

音の重なりが 

ちがう！ 

 
少しずつ盛り上がる。 

落ち着いた感じ。 
 
 

 
最初から盛り上がっている。 
終わりに向かっている感じ。 

 
 

１回目 ２回目 

おだやかでゆったりしている。 

激しいアの部分とおだやかなイの部分が順番
に出てきて、変化するのがお気に入りです。 

同じ旋律でも音の重なり方を変えて盛り上
がるようにしているのがおもしろいです。 

※音源は「札幌交響楽団による鑑賞
指導素材集（DVD）」の使用する 

？ 

弦楽器（ヴァイオリン等） 
＋管楽器（トランペット等） 
＋打楽器（シンバル等） 

と、楽器がだんだん増える 

弦楽器・管楽器・打楽器が 
最初からすべての楽器が 

使われている 

ア ア イ イ 
１
回
目 

２
回
目 



音楽カード 
 

５年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『威風堂々
いふうどうどう

 第１番』は、どんな風に変わっていくのかな？ 

「威風堂々 第１番」の お気に入りポイントとその理由を書こう 

※わたしは、◯◯の部分がお気に入りです。なぜなら、音楽が◯◯でΔΔな感じに聞こえて、聞いていると、◯◯な気分になるからです。 

 

速度について 

 

 

 
 

音楽の感じについて 

 

 

2 回目のイの部分が盛り上がってきこえるのは、どうしてだろう？ 

１回目のイの部分 

聞こえきた音楽について 

 

 

 
 

 

 

音楽の感じについて 

 

アの部分                   イの部分 

２回目のイの部分 

聞こえきた音楽について 

 

 

 
 

 

 

音楽の感じについて 

 



音楽カード 
 

５年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『威風堂々
いふうどうどう

 第１番』は、どんな風に変わっていくのかな？ 

「威風堂々 第１番」の お気に入りポイントとその理由を書こう 

※わたしは、◯◯の部分がお気に入りです。なぜなら、音楽が◯◯でΔΔな感じに聞こえて、聞いていると、◯◯な気分になるからです。 

 

速度や旋律について 

 

 

 
 

音楽の感じについて 

 

 

2 回目のイの部分が盛り上がってきこえるのは、どうしてだろう？ 

１回目のイの部分 

聞こえきた音楽について 

 

 

 
 

 

 

音楽の感じについて 

 

アの部分                   イの部分 

２回目のイの部分 

聞こえきた音楽について 

 

 

 
 

 

 

音楽の感じについて 

 

記入例 

・速い 

・細かいリズムの旋律 

・激しい感じ。 

・力強い感じ。 

・ゆっくり 

・のばす音が多い旋律 

・ゆったりした感じ。 

・優雅な感じ。 

・最初は、弦楽器の音だけ。 

・後から、他の楽器も加わる。 

・落ち着いた感じ。 

・優雅な感じ。 

・少しずつ盛り上がる感じ。 

・最初から、多くの楽器が演奏し

て、いろんな楽器の音が重なってい

る。 

・盛り上がっている感じ。 

・力強く、堂々とした感じ。 

わたしは、イの部分の２回目が気に入りました。なぜなら、たくさんの楽器が一気に音を出していて、堂々とした感じに

聞こえて、卒業式で入場をしているような気分になるからです。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さに部分について、自分なりに考えと根拠に

ついて書かれている。 



令和 2 年度 新しい生活様式を踏まえた音楽科の学習 実践例   教科書 49 ページ 

６年生 日本や世界の音楽に親しもう 

教材曲：雅楽『越天楽』 

 
 
 
 
 

ねらい 

 

 

 

 

 

 

思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素 

 

 

教材曲について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例（２時間目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音色や旋律と曲想との関わりなど、我が国の音楽の特徴に気付く。  【知識】 

・楽器の音色や旋律と曲想との関わりについて考え、我が国の音楽のよさなどを見

いだし、曲全体を味わって聴く。       【思考力、判断力、表現力等】 

・我が国の音楽の特徴を味わって聴く活動に興味をもち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組む。 【学びに向かう力、人間性等】 

 旋律 音色 リズム（間） 

雅楽は、奈良時代に中国大陸や朝鮮半島から伝来した舞や音楽をもとに、日本独自

の芸能として整えられ、宮内庁式部職楽部をはじめ、寺社の儀式などで伝えられてき

た。 

雅楽の中で最も有名なこの『越天楽』は、管楽器（竜笛
り ゅ う て き

、篳篥
ひ ち り き

、笙
しょう

）、弦楽器（箏
こ と

、

琵琶
び わ

）、打楽器（鞨鼓
か っ こ

、太鼓、鉦鼓
し ょ う こ

）で演奏され、これまで親しんできたオーケストラ

の楽器の響きや構成と比較しながら日本の楽器の音色に注目して聴くことができる曲

である。雅楽ならではの音色や旋律などの特徴を味わって聴き、我が国に長く受け継

がれてきた音楽に親しむことをねらっている。 

 
         

 
 
 

○雅楽『越天楽』 
なぜ、オーケストラで演奏しても、日本っぽさが出るのかな？ 

日本の音階でできた旋律や特徴的な演奏の仕方、音の長さや間の取り方によって

日本っぽい音楽になっている！ 

日本の音階 

音の始めや音から音に移るところ 

→篳篥の特徴的な演奏の仕方 

長い音が多い 

たっぷり伸びる 間がある 

音の長さや間は演奏者の自由？ 

旋
律
が 

日
本
の
音
階

オーケストラで演奏

しても日本っぽい！ 

→聴き取ったこと         →感じ取ったこと 



指導展開例（２時間扱い） 

 

 

○教科書 49 ページの資料写真（宮内庁式部職楽部）から気が付いたことや興味をも
ったことを交流する。 

※気が付いたことを自由に発言させることで、雅楽への興味を引き出すようにする。関心が高まってきたところ
で、教科書 49 ページ下部にある解説等を利用して、雅楽について平安時代の貴族が宮廷の儀式で楽しんでいた
ことなど、長い歴史をもつ日本の音楽であることを捉えさせる。 

 

 

 

 

 
 

○雅楽『越天楽』のはじめから１分５５秒あたりまでを聴く。 
 
 

 
○楽器の音色に着目して、雅楽『越天楽』を通して聴く。 

 

 

※動画等を活用し、それぞれの楽器の音色や演奏の様子が視聴できると、さらに効果的である。 

 
        
○特に印象に残った楽器の音色について、その理由とともに文章に書く。 

○前時に学習した雅楽の特徴的な楽器やその音色を想起した上で、オーケストラによ

って演奏された『越天楽』を聴く。（トラック 30） 

 

 

 

 

 

 
 
○雅楽『越天楽』と比較し、西洋の楽器の集合体であるオーケストラの演奏にも関わ

らず、日本っぽさを感じる理由を考える。 

 

 

  

 

 
※『越天楽今様』の旋律をピアノで演奏して聴かせるなどすると、日本の音階の特徴である五音で主な旋律ができ

ていることに着目しやすい。また、独特な間がある音楽であることは、教師が適宜指導する。 

 

 

○オーケストラバージョンと比較しながら雅楽『越天楽』を聴く。 

○『越天楽』のよさや面白さを「楽器」と「旋律」に関わらせて書き、発表し合う。 

雅楽『越天楽』は、どんな音楽なのかな？ 

雅楽『越天楽』は、旋律を演奏する篳篥に加えて笙や太鼓、琵琶などの 

楽器の音色の響きが日本らしい音楽 

『越天楽』をオーケストラで演奏しても日本っぽさが出るのは何でだろう？ 

日本の音階でできた旋律や特徴的な演奏の仕方、独特の間の取り方によって 

日本っぽい音楽になっているんだね！ 

演奏している人の服装や周りの
様子が“昔”みたいだよ。 

笛や太鼓、ギターみた
いな楽器があるよ。 

オーケストラバージョンの『越天楽』を聴いてみよう 

オーケストラで演奏する
と、どんな感じになるん
だろう？ 

こと（箏）を演奏して
いる人もいるよ 

どんな音がするのかな？ 全体的に豪華な様子だね。 どんな音楽なんだろう？ 

神社で流れていそう！ 

長い音をずっと伸ばしているオ
ルガンみたいな音もあるよ。 

この間聴いた『越天楽』と同じ感じがする！ オーケストラで演奏しても日本っぽい！ 

草笛みたいな独特な音が旋律を
力強く演奏しているよ！ 

オーケストラで使っている
楽器には、篳篥や笙みたい
な音を出す楽器はないよ？ 

オーケストラの演奏だと、
雅楽の日本らしさが出ない
んじゃない？ 

独特の間 
音の長さや間は、演奏者の自由？ 

大事なときに演奏される特別な感じ！ 貴族の音楽って感じ！ 

和太鼓や箏みたいな音が聴こえるよ！ 聴き慣れない音がすごく目立っているけど… 

箏の音は、飾り
みたいだね！ 

日本らしさを感じる！ 

メロディーが日本っぽい！和風だ！ 

音の始めや音から音に移るところ
は、篳篥の特徴的な演奏の仕方をま
ねしているみたい！ 

旋律の動き

旋律は長く伸ばす音が多いよ！ 

間をとってゆったりと演奏している！ 



音楽カード 
 

６年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雅楽
が が く

『越天
え て ん

楽
らく

』は、どんな音楽かな？ 

「越天楽」の よさや面白さを「楽器」と「旋律」に関わらせて書こう。 
※わたしは「越天楽」の面白さは、楽器の音が◯◯でΔΔな感じに聞こえることと、旋律が◯◯でΔΔな感じに聞こえることだと思います。 

 

音楽の感じについて 

 

 

 

聞こえた楽器の音について 

 

 

『越天楽』をオーケストラで演奏しても日本っぽさが出るのは何でだろう？ 

何によって、「日本っぽさ」に聞こえるのかな？ 

※私は、◯◯だから日本っぽく聞こえると思います。なぜなら、他の曲と比べると、◯◯が違うからです。 



音楽カード 
 

６年  組 名前             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雅楽
が が く

『越天
え て ん

楽
らく

』は、どんな音楽かな？ 

「越天楽」の よさや面白さを「楽器」と「旋律」に関わらせて書こう。 
※わたしは「越天楽」の面白さは、楽器の音が◯◯でΔΔな感じに聞こえることと、旋律が◯◯でΔΔな感じに聞こえることだと思います。 

 

音楽の感じについて 

 

 

 

聞こえた楽器の音について 

 

 

『越天楽』をオーケストラで演奏しても日本っぽさが出るのは何でだろう？ 

何によって、「日本っぽさ」に聞こえるのかな？ 

※私は、◯◯だから日本っぽく聞こえると思います。なぜなら、他の曲と比べると、◯◯が違うからです。 

私は「越天楽」の面白さは、楽器の音が日本独特の楽器で、不思議な感じに聞こえることと、旋律が日本っぽくて神社に

いるような感じに聞こえることだと思います。 

 

など、聴き取ったことと感じ取ったことを関わらせながら、楽曲のよさや面白さについて、自分なりの考えと根拠について

書いている。 

・神社で流れていそうな、神々しい感じ。 

・日本っぽい感じ。 ・聞いたことない変な感じ。 

など、日本の音楽の独特な感じについて書かれている。 

・草笛みたいな音 →（※篳篥） 

・オルガンのような伸びた音 →（※笙） ここでは、子どもが気付いた音色の感じを言葉で表し、それと楽器の名称 

・かざりのような音 →（※箏や琵琶）  を結び付けて、理解していくようにする。 

・旋律が、他の曲と違って、ピアノで弾いても日本っぽい感じがするから、旋律そのものが日本っぽい。 

・伸ばす音が多くて、ゆったり演奏しているから。 

 

オーケストラで演奏し、西洋の楽器でも日本の音楽らしく聞こえる理由を、旋律（音階）や独特の間に気付いて書かれて

いる。 
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